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資料３ 第２次八潮市環境基本計画策定の経緯 

 

【第２次八潮市環境基本計画策定経過】 
○：庁内  □：議会、審議会  ■：市民参加 

平成 27年 事 項 内 容 

４月２７日 ○環境基本計画策定等業務委託の締結 
株式会社総合環境計画 北関東事務

所 

６月２５日～

７月６日 

○庁内各課等へ現行の計画の施策・事業の

実施状況の確認等を照会 
 

７月３日 
■市内小学校へ小学生環境ポスターの応

募依頼 

７３名応募。優秀作品は、第２次八潮 

市環境基本計画書に掲載する。 

７月１４日～

７月２３日 

■市内で活動する自然保護団体等へ意識

調査票の作成を依頼 
１１団体依頼 

７月２８日 
■市内で活動する自然保護団体等へのヒ

アリングを実施 
７団体実施 

７月２８日 ○庁内関係各課へのヒアリングを実施  

８月２６日 

□第１回八潮市環境審議会 

１ 第２次八潮市環境基本計画（案）につ

いて諮問 

２ 第２次八潮市環境基本計画（案）につ

いて検討、審議 

 

９月１０日～

１１月３０日 
「八潮の環境写真」コンテスト作品の募集 

優秀な作品は、第２次八潮市環境基本

計画書に掲載する（１４作品応募） 

１１月１２日 

□第２回八潮市環境審議会 

１ 第２次八潮市環境基本計画（案）につ

いて検討、審議 

２ 小学生環境ポスターの最優秀賞、優秀

賞の選考 

 

 

最優秀賞１点、優秀賞８点 

１１月１９日 
○経営戦略会議において第２次八潮市環

境基本計画（案）の進捗について報告 
 

１１月１９日～

１１月３０日 

○庁内関係各課へ第２次八潮市環境基本

計画（案）の内容について確認 
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○：庁内  □：議会、審議会  ■：市民参加 

平成 2８年 事 項 内 容 

１月１４日 

□第３回八潮市環境審議会 

１ 第２次八潮市環境基本計画（案）につ

いて検討、審議 

２ 八潮の環境写真コンテストの最優秀

賞、優秀賞の選考 

 

 

最優秀賞１点、優秀賞４点 

１月２８日 

□第４回八潮市環境審議会 

１ 第２次八潮市環境基本計画（案）につ

いて検討、審議 

 

２月４日 
○庁議においてにおいて第２次八潮市環

境基本計画（案）の進捗について報告 
 

２月４日～ 

２月８日 

○庁内関係各課へ第２次八潮市環境基本

計画（案）の内容について確認 
 

２月７日 

■八潮市環境推進大会において小学生環

境ポスターと「八潮の環境」写真コンテ

ストの優秀作品を表彰・応募全作品を展

示 

 

２月１０日～ 

３月１０日 

■第２次八潮市環境基本計画（案）のパブ

リックコメント 

対象：市民・事業者・団体 

意見：１３件 

３月２２日 

□第５回八潮市環境審議会 

１ 第２次八潮市環境基本計画（案）につ

いて審議 

２ 八潮市環境基本計画（案）の答申（案）

について・答申 

 

３月２４日 
○経営戦略会議において第２次八潮市環

境基本計画（案）の進捗について報告 
 

４月７日 ○庁議付議  

 

  



資料編 

 

105 

【諮問】 

八 潮 環 発 第 ３ ７ ９ 号 

平 成 ２ ７ 年 ８ 月 ２ ６ 日 

 八潮市環境審議会 

会長 田林 弘子 様 

 

八潮市長 大山 忍  

 

第２次八潮市環境基本計画（案）について（諮問） 

標記計画の策定にあたり、八潮市環境基本条例第２５条第２号の規定により、貴審議会の意見

を求めます。 
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【答申】 

八 潮 環 審 発 第 ９ 号 

平 成 2 ８ 年 ３ 月 ２ ２ 日 

 八潮市長 大山 忍 様 

 

八 潮 市 環 境 審 議 会 

会 長  小林 平 

 

第２次八潮市環境基本計画（案）について（答申） 

平成２７年８月２６日付け、八潮環発第３７９号で諮問された標記の件について慎重審議の結果、

下記のとおり意見を付して答申します｡ 

答 申 

 第２次八潮市環境基本計画は、これまでに実施してきた施策を基本としつつ、本市の環境行政

を取り巻く社会情勢の変化等を踏まえ、平成２８年度から平成３７年度までの１０年間における

本市の環境行政の要となる計画です。 

 本審議会では、第２次八潮市環境基本計画（案）について諮問を受け、専門的な見地や市民と

しての視点に立ち、活発かつ慎重に議論を行い、示された第２次八潮市環境基本計画（案）を補

完し、修正を加えたうえで、別添のとおり答申します。 

 

記 

 

本計画の推進にあたっては、適切な進行管理を行い、本市の将来の望ましい環境像である、「水

と緑にふれあえる、環境にやさしいまち八潮」の実現のため、各施策を着実に実施すること。 
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【パブリックコメント実施結果】 
 

１ 意見募集期間 

平成28年２月10日から平成28年３月

10 日まで（30 日間） 

 

２ 意見提出者・件数 

提出者数 ２人 

 意見件数 １３件 

 

３ 意見と市の考え方 

 （反映区分） 

Ａ：意見を反映し、案を修正する（した） 

Ｂ：すでに案で対応している 

Ｃ：案の修正はしないが、実施段階で参考と

していく 

Ｄ：意見を反映できなかった（しない） 

Ｅ：その他 

 

●パブリックコメントの意見と対応 

意見 

番号 
箇所 ご意見の趣旨 八潮市の回答 

反映の 

区分 

1 

 

第１章 用語解説 

 「分散型エネル

ギーシステム」 

 どのようなシステムを用

いると分散型エネルギーを

実現することができるの

か、具体的に記載した方が

市民等の理解を得やすいと

考えられるため、説明文を

「家庭や企業が発電所等な

ど大規模かつ集権的なエネ

ルギーシステムに依存する

のではなく、再生可能エネ

ルギーやコージェネレーシ

ョンシステムなど需要地に

隣接して分散配置される発

電設備を活用する仕組みの

こと。」への修正を提案し

ます。 

 ご意見を反映し、「分散型エ

ネルギーシステム」の用語解説

を「家庭や企業が発電所など大

規模かつ集中型エネルギーシ

ステムに依存するのではなく、

消費地近くに分散配置される

比較的規模の小さい発電設備

や熱源機器などから供給され

る電気や熱といったエネルギ

ーを活用する仕組みのこと。」

に修正しました。 

Ａ 

2 

 

第１章 用語解説 

 「スマートシテ

ィ」 

 スマートシティーの概念

においてエネルギーは、電

力のみならずガスや熱も含

まれることから、説明文の

１行目、「・・・街全体の

エネルギーの有効活用

を・・・」に修正し、さら

に説明文末尾には、防災面

においても大きな効果が期

待できることから「街で使

われるエネルギーを融通し

合い、効率的に使うことで、

環境性はもちろん、防災力

も向上することができる。」

の文言を付け加えることを

提案します。 

 ご意見を反映し、「スマート

シティ」の用語解説を「情報通

信技術や環境技術などの先端

技術を駆使して街全体のエネ

ルギーや資源の有効利用を図

ることで、省資源化を徹底した

環境配慮型都市。再生可能エネ

ルギーの効率的な利用を可能

にするスマートグリッド（電力

の需要と供給を常時最適化す

る次世代の電力網）、電気自動

車の充電システム整備に基づ

く交通システム、蓄電池や省エ

ネ家電などによる都市システ

ムを総合的に組み合わせたま

ちづくりのこと。 

 街で使われるエネルギーを

融通し合う仕組みが構築され

るため、災害時のエネルギー確

保も期待できる。」に修正しま

した。 

Ａ 
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意見 

番号 
箇所 ご意見の趣旨 八潮市の回答 

反映の 

区分 

3 

第４章「２ 生活

環境分野」、「方

針１：生活環境の

保全」、「ア 施

策」、「②自動車

対策」、「２－１

－９エコドライブ

の普及・促進」の

３番目 

 第１章の用語解説で「次

世代自動車」の説明を行っ

ているので、表現を統一す

るため「公用車の購入等に

あたって、次世代自動車の

導入を推進します。」への

修正を提案します。 

 ご意見を反映し、該当箇所を

「公用車の購入等にあたって

は、次世代自動車の導入を推進

します。」に修正しました。 

Ａ 

4 

第４章「２ 生活

環境分野」、「方

針１：生活環境の

保全」、「イ市民・

事業者の取組」、

「②自動車対策」、

「市民」の４番目 

 第１章の用語解説で「次

世代自動車」の説明を行っ

ているので、表現を統一す

るため「次世代自動車を購

入しましょう。」への修正

を提案します。 

 ご意見を反映し、該当箇所を

「次世代自動車を購入しまし

ょう」に修正しました。 

Ａ 

5 

第４章「２ 生活

環境分野」、「方

針１：生活環境の

保全」、「イ市民・

事業者の取組」、

「②自動車対策」、

「事業者」の６番

目 

 第１章の用語解説で「次

世代自動車」の説明を行っ

ているので、表現を統一す

るため「次世代自動車を導

入しましょう。」への修正

を提案します。 

 ご意見を反映し、該当箇所を

「次世代自動車を導入しまし

ょう。」に修正しました。 

Ａ 

6 

第４章「４ 地球

環境分野」、「方

針１：省資源の推

進」、「ア施策」、

「①省エネルギー

の推進」、「４-

１-１省エネ機器

の利用促進」の５

番目 

 第１章の用語解説で「次

世代自動車」の説明を行っ

ているので、表現を統一す

るため「公用車の購入等に

あたって、次世代自動車の

導入を推進します。」への

修正を提案します。 

 ご意見を反映し、該当箇所を

「公用車の購入等にあたって

は、次世代自動車の導入を推進

します。」に修正しました。 

Ａ 
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意見 

番号 
箇所 ご意見の趣旨 八潮市の回答 

反映の 

区分 

7 

第４章「３ 快適

環境分野」、「方

針１：環境と調和

したまちづくり」、

「ア施策」、「①

開発事業における

環境配慮の推進」、

「３－１－２環境

配慮建築物の促

進」 

 八潮市では今後、住宅・

事業所単体のみならず、ま

ち単位での開発も予想され

ます。たとえば、埼玉県「エ

コタウン推進事業」に手を

挙げ、開発段階から環境に

優しいまちを推進する方策

も有効であると考えます。 

 本計画を推進する上で参考

とさせていただきます。 
Ｃ 

8 

第４章「４ 地球

環境分野」、「方

針１：省資源の推

進」、「イ 市民・

事業者の取組」、

「①省エネルギー

の推進」、「市民」

５番目 

 家庭で使用するエネルギ

ーは電気に加え、熱も大き

な割合を占めています。高

効率給湯器、さらには家庭

向けの「分散型エネルギー

システム」であり、熱と電

気を同時に発生させる「家

庭用燃料電池」についても

具体例として挙げた方が良

いと思われるので、「省エ

ネルギー型の家電製品、照

明や給湯器、家庭用燃料電

池(エネファーム)などを導

入しましょう。」への修正

を提案します。 

 ご意見を反映し、該当箇所を

「省エネルギー型の家電製品、

照明や給湯器、家庭用燃料電池

(エネファーム)などを導入しま

しょう。」に修正しました。 

Ａ 

9 

第４章「４地球環

境分野」、「方針

１：省資源の推

進」、「イ 市民・

事業者の取組」、

「②再生エネルギ

ーの導入」 

 現在、自然エネルギーは、

太陽光と太陽熱の２種が主

体であるため、対象を明示

した方が市民等の理解を得

やすいと考えるため、「太

陽光発電、太陽熱など自然

エネルギーの利用に努めま

しょう。」に修正すること

を提案します。  

 ご意見を反映し、該当箇所を

「太陽光発電、太陽熱など自然

エネルギーの利用に努めまし

ょう。」に修正しました。 

Ａ 

10 

第４章 用語解説 

「コージェネレー

ションシステム」 

 コージェネレーションシ

ステムがどういった設備で

あるか詳細な記述を加えた

方が市民等の理解を得やす

いと考えられるため、「・・・

給湯・暖房などを行う分散

型エネルギーシステム(ター

ビン、ガスエンジン、燃料

電池、家庭用燃料電池(エネ

ファーム)など)。」への修正

を提案します。 

 ご意見を反映し、「コージェ

ネレーションシステム」の用語

解説を「熱電供給システムのこ

と。発電と同時に発生した排熱

も利用して、給湯・暖房などを

行うエネルギー供給システム

(タービン、ガスエンジン、燃料

電池、家庭用燃料電池(エネファ

ーム)など）。」に修正しました。 

Ａ 
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意見 

番号 
箇所 ご意見の趣旨 八潮市の回答 

反映の 

区分 

11 

第４章「４ 地球

環境分野」、「方

針２：低炭素型ま

ちづくりの推進」、

「ア 施策」、「②

公共交通機関の利

用促進」、「４-

２-４コミュニテ

ィバスの運行」 

 公用車のみならず、多く

の市民が利用するコミュニ

ティバスについても環境に

配慮した「次世代自動車」

を導入し、より高い環境保

全効果を目指すべきと考え

るため、「コミュニティバ

スの購入にあたっては、次

世代自動車の導入を推進し

ます。」と本文に追記する

ことを提案します。 

 いただいたご意見について

は、第４章「２ 生活環境分

野」、「方針１：生活環境の保

全」、「イ 市民・事業者の取

組」、「②自動車対策」、「事

業者」の６番目の文言に意図が

盛り込まれています。 

Ｂ 

12 箇所の指定なし 

 八潮市はタバコやごみ

（コンビニの商品袋）のポ

イ捨てが他市に比べて、多

いと思われるので、ポイ捨

て防止看板の配布や条例の

制定など有効に抑止できる

対策をお願いしたい。 

 いただいたご意見について

は、第４章「目標達成のための

取組」の「３ 快適環境分野」

の「（２）関連指標・目標」の

「方針１：環境と調和したまち

づくり」の「ア 施策」⑤環境

美化活動の推進と「イ 市民・

事業者の取組」の「⑤環境美化

活動の推進」に意図が盛り込ま

れています。 

 なお、ポイ捨て防止看板につ

いてはすでに配布をしており

ます。また、条例についても、

平成１６年に「八潮市空き缶等

のポイ捨て及び飼い犬のふん

の放置の防止に関する条例」を

制定しております。 

Ｂ 

13 箇所の指定なし 

 八潮市には、三郷市の県

立(県営)みさと公園のよう

な大きな公園がないので、

中川沿いの水辺に県立(県

営)公園を誘致して、市民に

憩いと潤いの場を造って欲

しい。 

 中川沿いの水辺への県営公

園の誘致につきましては、以前

に埼玉県と話し合いを行った

ところ、配置基準等の諸条件を

考慮した場合、県が整備する事

業として極めて難しいとの回

答を得ております。 

 なお、市内に憩いと潤いの場

を創出するための施策につい

ては、第４章「目標達成のため

の取組」の「１ 自然環境分

野」、「３ 快適環境分野」の

記載に意図が盛り込まれてい

ます。 

Ｄ 
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【八潮市環境審議会委員名簿】 

任期：平成 25年 10月 1日～平成 27年 9月 30日 

（敬称略【◎会長、○副会長】） 

区分 氏  名 推 薦 団 体 等 

条例第 26条第 2項 

第 1号 

学識経験を有する者 

小 倉 正 昭 学識経験者（弁護士） 

太 田 武 彦 学識経験者（会社経営） 

条例第 26条第 2項 

第２号 

関係団体が推薦する

者 

稲村 健太郎 （社）草加八潮医師会 

◎ 田 林 弘 子 埼玉県生態系保護協会草加・八潮支部 

竹本 美恵子 八潮市商工会 

阿 部    弦 
草加八潮工業会  

 任期H25.10.1～H27.4.1 

柳 川 勝 美 
草加八潮工業会 

 任期H27.4.2～H27.9.30 

木 内 武 彦 ＮＰＯ法人埼玉環境カウンセラー協会 

条例第 26条第 2項 

第４号 

その他市長が必要と

認める者 

池 渕    勉 市民代表 

○ 小 林    平 市民代表 
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任期：平成 27年 10月 1日～平成 29年 9月 30日 

（敬称略【◎会長、○副会長】） 

区分 氏  名 推 薦 団 体 等 

条例第 26条第 2項 

第 1号 

学識経験を有する者 

小 倉 正 昭 学識経験者（弁護士） 

条例第 26条第 2項 

第２号 

関係団体が推薦する

者 

稲村 健太郎 （社）草加八潮医師会 

○ 加 納 正 行 埼玉県生態系保護協会草加・八潮支部 

竹本 美恵子 八潮市商工会 

柳 川 勝 美 草加八潮工業会 

木 内 武 彦 ＮＰＯ法人埼玉環境カウンセラー協会 

条例第 26 条第２項

第３号 

関係行政機関の職員 

齋 藤 忠 俊 埼玉県越谷環境管理事務所 

条例第 26条第 2項 

第４号 

その他市長が必要と

認める者 

池 渕    勉 市民代表 

◎ 小 林    平 市民代表 

 

 

【事務局】 

No 所     属 職  名 氏    名 

１ 生活安全部  部長 吉 野  公 一 

２ 生活安全部  副部長 佐々木 千 秋 

３ 生活安全部 環境リサイクル課 課長 向    忠 義 

４ 生活安全部 環境リサイクル課 環境保全係 係長 本 間  和 成 

５ 生活安全部 環境リサイクル課 環境保全係 主事 中 村  美 咲 


